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　『仙府年中往来』には藩政時代にお
ける、仙台領内の民俗行事が詳しく記
されています。現代に通じるものもあ
れば、まったく姿を消したものもあり、
非常に興味深い資料です。
　特に、東照宮における例祭では城下
の町々を神輿が渡御し、山車が出され
るなど荘重華麗な催しであったことが
分かります。また、振り仮名もあって読
みやすく、挿絵も豊富です。
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仙台藩の民俗行事を
今に伝える「往来物」

藩政時代における、仙台領内の民
俗行事が詳しく記されている！

この資料のココがすごい！！

挿絵が豊富で振り仮名もあり、す
ごく読みやすい！

お気に入りポイント

S E N P U N E N J U U O U R A I仙府年中往来典
籍

　『仙府年中往来』は、燕石斎薄墨（えんせき
さいうすずみ）によって撰された「往来物」で
ある。
　往来物とは、平安末期から明治中期に至る
まで初等教育の教科書、副読本として編まれ
た書物の総称である。本来は手紙文、特に往
復書簡の模範文例集であったが、中世以降、
作文のための短句・単語集や文案・文例集と
なり、書簡集形式をとらないものでも「往来」
の名を称するものがあらわれる。近世に入る
と、庶民教育機関としての寺子屋の普及と学
習人口の増加によって、往来物の種類も出版
部数も飛躍的に増加し、内容にも学習上の工
夫が加えられ、多様化していく。

　本資料には、正月・七夕といった年中行事や、
東照宮・竹駒神社・塩竈神社等における祭礼が
詳細に記されており、撰者の薄墨が城下のみで
はなく、つぶさに仙台領内の各地を巡見したこ
とが伺える。
　榴ヶ岡の花見など現代に通じるものもあれ
ば、なかにはまったく姿を消したものもあり、藩政
時代における民俗行事を考える上でも非常に
貴重である。特に、東照宮における例祭（仙台
祭とも）では城下の町々を神輿が渡御し、山車
が出されるなど荘重華麗な催しであったことが
分かる。

　また、当時の書体としては読みやすく、且つ振
り仮名もあって、多くの人々に親しまれていたと
考えられる。

　燕石斎薄墨は水戸生まれの文人で、文政
元年（1818）に仙台の地に住み、著作活動を
行った。また、仙台藩の御用板所であった「裳
華房」の伊勢屋半右衛門（いせやはんえもん）
と知遇を得て名を広めたことで知られる。代表
作は『江戸道中往来』、『竹駒詣』、『塩竈詣』
（『KOREMITE』VOL.1参照）、『金華山
詣』、『平泉詣』などがある。
　本作の冒頭部分に『和漢朗詠集』に所載さ
れている慶滋保胤（よししげのやすたね　平
安時代の文人）の漢詩が引用されており、薄
墨が文学に精通していたことが伺える。

往来物とは

文人・燕石斎薄墨

『仙府年中往来』について

用語解説 詳しくはP26へ
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＊2 榴ヶ岡
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